
 

創立１４０周年記念行事、ありがとうございました。 
校 長  深 浦 喜 久 雄 

 

校庭の大賀ハスが、ピンク色の美しい花を咲かせる中、7 月 2 日(土)に創立 140 周年記念行事が開催

され、千葉市長 様、千葉市議会議長 様、千葉市教育委員会 教育次長 様をはじめ、千葉市議会議員

の方々、関係諸機関の皆様、近隣校の校長先生方、同校のＰＴＡ会長様方、本校歴代の校長先生や旧

職員の皆様など、多数のご来賓の方々にご臨席を賜りました。心から御礼申し上げます。 

また、たくさんの保護者並びに地域の皆様にもご参加を賜り、本校の歴史に花を添えていいただき、

本当にありがとうございました。おかげさまで、盛大かつ思い出に残る充実した行事とすることがで

きました。 

明治六年に創設された白井小学校は、今年度で創立 139 年目にあたりますが、大きなアスレチック

が落成することもあり、ぜひ１年前倒しして創立 140 周年記念事業をやりましょうという PTA や地域

の方々からの声をいただいて、今年度に開催することになりました。 

12 時 50 分から行われた授業公開では、白井の歴史・文化・自然をテーマに学習が行われ、保護者

以外の方々も多数参加されました。 

また、当日は、授業公開にあわせて、地域あげての創立140周年のお祝いということで、学校の教

室や施設等、学校全館をオープンとして学校公開としました。 

管理棟と大賀校舎の３階には、白井小のお宝である貴重な歴史的物品、白井小の歴史がわかる写真､

地域住民のすばらしい絵画作品なども多数展示されました。 

13時35分からは、「いずみ台」で児童全員が参加しての「アスレチックランド落成式」が行わ

れました。見事に完成したすばらしいアスレチック４台を目の当たりにした子どもたちは、「す

ぐにアスレチックで遊びたい！」といわんばかりに目を輝かせていました。 

市長さん、市議会議長さん、教育次長さん等によるテープカットが行われました。すばらしい

トランペットによるファンファーレが、落成式をさらにドラマチックなものにしてくれました。

最後に、６年生の児童代表が「お礼の言葉」を、心を込めて言いました。 

「いずみ台」には、かつて大きなアスレチックがあり、子どもたちの魅力的な遊具として、長年、

活用されていましたが、老朽化のために撤去されていました。その後、子どもたちや保護者から復活

を願う声が多数出され、ＰＴＡ等が長い期間に渡って資源物回収やバザー等を行い、収益金をこつこ

つと積み立てて費用を捻出していただきました。 

そして、この度、念願であったアスレチック４台（「いずみ台アスレチックランド」）が、見事に

完成し、落成式を行う運びとなりました。設立のためにご尽力いただきました PTA 並びに関係者の方

々に、心から御礼申し上げます。白井小の新しいシンボルとして大切にしながら、子どもたちの健康

・体力づくり、そして仲間づくりのために活用させていただきたいと思います。 

創立 140 周年記念行事のメインである記念式典が、14 時 10 分から体育館で行われました。白井地

域の伝統的な民謡である「朝の出がけ」を、高学年児童が２本の扇子を使って踊りました。また、第

２校歌である「ふるさと」の作曲者である安藤 由布樹 先生をはじめとするすばらしい音楽家の

方々による演奏と歌のプレゼント、そして第２校歌「ふるさと」（作詞は本校児童で 10 数年歌い

継がれています。）を声高らかに全員で合唱しました。最後に、6 年生児童代表の感謝の気持ちに

溢れる「お礼の言葉」で締めくくりました。 

今回の記念行事をこれからの教育活動に生かして、地域の方々に感謝する心、愛校心、郷土愛など

をさらに育んでいきたいと考えています。今後とも温かいご指導、ご支援を賜りますようお願いいた

します。 

 なお、白井小学校のHP(http://www.chiba.cabinet-cbc.ed.jp/school/es/031/index.html)に140周年の

記事をのせてあるのでご覧ください。 



 

【授業公開】 

【アスレチックランド落成式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記念式典】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1･2年生 生活科 

「昔遊びを地域の名人に教わろう」 

4年生 総合的な学習の時間 

「落花生名人になろう」 

トランペット演奏者 斑目加奈さん 

によるテープカットフゔンフゔーレ 

熊谷 千葉市長 武田 教育次長 

小川 千葉市議会議長 岡本 実行委員長 

深浦 白井小学校校長 植草 PTA会長 

児童代表の7名によるテープカット 

深浦校長先生のお話 

熊谷市長さんのお話 

ゕスレチックランドを千葉市に寄贈 綿貫先生のご指導による、5・6

年生の「朝の出がけ」の演舞 

安藤先生の指揮による全校合唱 

 

僕
た
ち
の
白
井
小
学
校
が
、
創
立
し
て
か
ら
百
四
十
年
の

長
い
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
伝
統
の
重
さ
と
誇
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
長
さ
ん
、
教
育
次
長
さ
ん
、
市
議

会
の
方
々
な
ど
、
普
段
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
た
く
さ
ん
の

お
客
様
を
お
迎
え
し
、
記
念
す
べ
き
創
立
百
四
十
周
年
記
念

式
典
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す

。 
 

記
念
式
典
で
は
、
僕
た
ち
五
・
六
年
生
が
、
白
井
地
域
の

伝
統
的
な
民
謡
で
あ
る
「
朝
の
出
が
け
」
を
踊
り
ま
し
た
。

今
日
の
踊
り
の
発
表
に
向
け
て
、
綿
貫
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
五
名
の
先
生
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
回
の

練
習
で
し
た
が
、
と
て
も
丁
寧
に
楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
合
唱
で
は
、
白
井
小
学
校
の
第
二
校

歌
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
」
を
、
作
曲
し
て
く
だ
さ
っ
た
安
藤

先
生
を
お
迎
え
し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
生
の

時
か
ら
、
歌
っ
て
き
た
歌
で
す
が
、
歌
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
と
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
感
激
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
す
ば
ら
し
い
音
楽
家
の
先
生
方
か
ら
「
音
楽

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
も
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
今
日
は
、
僕
た
ち
白
井
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

を
、
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
く
だ
さ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
、

学
校
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
を
お
迎
え
で
き
、
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
を
尐
し
で
も
表
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
つ
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
記
念
式
典
の
た
め
に
、
力
を

尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継

い
で
い
き
な
が
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
前
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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